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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　斜めの視野角を有する内視鏡（１）であって、近位ハンドル（３）と、外側管（６）お
よび内側管（７）を有する内視鏡シャフト（２）と、２つの光学コンポーネント組立体（
１３，１６）であって、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域内に配置され、前記内視鏡
シャフト（２）の長手軸の周りに互いに対して回転可能で、前記光学コンポーネント組立
体（１３，１６）の間に配設され、かつ予張力付与デバイスによって予張力を付与される
アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）によって互いに接して搭載される、２
つの光学コンポーネント組立体（１３，１６）とを備え、前記外側管（６）に遠位に接続
される第１の光学コンポーネント組立体（１３）は、斜めの視野角を有する、光学窓、プ
リズム、およびレンズのうちの少なくとも１つを備え、前記内側管（７）に遠位に接続さ
れる第２の光学コンポーネント組立体（１６）は、直進視野角を有し、かつ前記内視鏡シ
ャフト（２）の長手軸の方向に配向される画像センサ（１９ａ）を備える、内視鏡（１）
において、
　前記予張力付与デバイスは、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域において前記アキシ
ャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）に配設され、
　前記アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）および一方の光学コンポーネン
ト組立体（１３，１６）の少なくとも１つの部品のうちの少なくとも１つは、強磁性材料
を有し、前記予張力付与デバイスは、磁石（２１，２２）を備え、前記磁石（２１，２２
）によって、前記２つの光学コンポーネント組立体（１３，１６）は、互いに引き寄せら
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れる
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡（１）であって、
　前記予張力付与デバイスは、張力ばね（２５）またはスラストばねを備える
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の内視鏡（１）であって、
　前記予張力付与デバイスは、予張力付与弾性案内要素、あるいは、案内溝（２４）に係
合する案内リブ（２８）を備える
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項４】
　請求項３に記載の内視鏡（１）であって、
　前記予張力付与弾性案内要素は、予張力付与弾性案内リングおよび予張力付与弾性案内
ビードのうちの少なくとも一方を含む
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項５】
　斜めの視野角を有する内視鏡（１）であって、近位ハンドル（３）と、外側管（６）お
よび内側管（７）を有する内視鏡シャフト（２）と、２つの光学コンポーネント組立体（
１３，１６）であって、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域内に配置され、前記内視鏡
シャフト（２）の長手軸の周りに互いに対して回転可能で、前記光学コンポーネント組立
体（１３，１６）の間に配設され、かつ予張力付与デバイスによって予張力を付与される
アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）によって互いに接して搭載される、２
つの光学コンポーネント組立体（１３，１６）とを備え、前記外側管（６）に遠位に接続
される第１の光学コンポーネント組立体（１３）は、斜めの視野角を有する、光学窓、プ
リズム、およびレンズのうちの少なくとも１つを備え、前記内側管（７）に遠位に接続さ
れる第２の光学コンポーネント組立体（１６）は、直進視野角を有し、かつ前記内視鏡シ
ャフト（２）の長手軸の方向に配向される画像センサ（１９ａ）を備える、内視鏡（１）
において、
　前記予張力付与デバイスは、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域において前記アキシ
ャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）に配設され、
　前記予張力付与デバイスは、前記第１の光学コンポーネント組立体（１３）の保持器（
１４’’）の外縁から径方向外側に延在する案内溝（２４）と、第１の端部及び第２の端
部を有し、前記第１の端部が、前記案内溝（２４）に係合する円周締結リングを有し、前
記第２の端部が、前記第２の光学コンポーネント組立体（１６）の保持器（１７’’）に
締結された張力ばね（２５）とを備えている
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項６】
　斜めの視野角を有する内視鏡（１）であって、近位ハンドル（３）と、外側管（６）お
よび内側管（７）を有する内視鏡シャフト（２）と、２つの光学コンポーネント組立体（
１３，１６）であって、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域内に配置され、前記内視鏡
シャフト（２）の長手軸の周りに互いに対して回転可能で、前記光学コンポーネント組立
体（１３，１６）の間に配設され、かつ予張力付与デバイスによって予張力を付与される
アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）によって互いに接して搭載される、２
つの光学コンポーネント組立体（１３，１６）とを備え、前記外側管（６）に遠位に接続
される第１の光学コンポーネント組立体（１３）は、斜めの視野角を有する、光学窓、プ
リズム、およびレンズのうちの少なくとも１つを備え、前記内側管（７）に遠位に接続さ
れる第２の光学コンポーネント組立体（１６）は、直進視野角を有し、かつ前記内視鏡シ
ャフト（２）の長手軸の方向に配向される画像センサ（１９ａ）を備える、内視鏡（１）
において、
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　前記予張力付与デバイスは、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域において前記アキシ
ャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）に配設され、
　前記予張力付与デバイスは、前記第１の光学コンポーネント組立体（１３）の保持器（
１４’’’）の外縁から径方向外側に延在する案内溝（２４）と、弾性材料から製造され
、前記第２の光学コンポーネント組立体（１６）の保持器（１７’’’）に設けられ、前
記案内溝（２４）に係合する案内リブ（２８）とを備えている
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項７】
　請求項５または請求項６に記載の内視鏡（１）であって、
　前記アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）および一方の光学コンポーネン
ト組立体（１３，１６）の少なくとも１つの部品のうちの少なくとも１つは、強磁性材料
を有し、前記予張力付与デバイスは、磁石（２１，２２）を備え、前記磁石（２１，２２
）によって、前記２つの光学コンポーネント組立体（１３，１６）は、互いに引き寄せら
れる
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項８】
　請求項１または請求項７に記載の内視鏡（１）であって、
　前記磁石は、環状磁石（２１，２２）である
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項９】
　請求項１または請求項７または請求項８に記載の内視鏡（１）であって、
　前記磁石（２１，２２）は、前記内側管（７）に締結され、
　前記内側管（７）は、常磁性または反磁性材料を備える
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１０】
　請求項１または請求項７または請求項８に記載の内視鏡（１）であって、
　前記磁石（２１，２２）は、前記外側管（６）に締結され、
　前記外側管（６）は、常磁性または反磁性材料を備える
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１１】
　請求項１～１０のうちの１つに記載の内視鏡（１）であって、
　ラジアル軸受が、前記内視鏡シャフト（２）の遠位領域において前記内側管（７）と前
記外側管（６）との間に設けられる
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１２】
　請求項１～１０のうちの１つに記載の内視鏡（１）であって、
　前記アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’）が、ラジアル軸受としても設計される
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１３】
　請求項１～１２のうちの１つに記載の内視鏡（１）であって、
　前記アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）は、スライド軸受として設計さ
れる
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【請求項１４】
　請求項１～１３のうちの１つに記載の内視鏡（１）であって、
　前記アキシャル軸受（２０，２０’，２０’’，２３）は、光学要素（１４～１４’’
’，１７～１７’’’）および光学コンポーネント組立体（１３，１６）のうちの少なく
とも一方のための保持器として設計される
　ことを特徴とする内視鏡（１）。
【発明の詳細な説明】
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、斜めの視野角を有する内視鏡に関し、内視鏡は、近位ハンドルと、外側管お
よび内側管を有する内視鏡シャフトと、２つの光学コンポーネント組立体であって、内視
鏡シャフトの遠位領域内に配置され、内視鏡シャフトの長手軸の周りに互いに関して回転
可能であり、当該２つの光学コンポーネント組立体の間に配設され、かつ予張力付与デバ
イスによって予張力を付与されるアキシャル軸受によって互いに接して搭載される、２つ
の光学コンポーネント組立体とを備え、外側管に遠位に接続される第１の光学コンポーネ
ント組立体は、光学窓、プリズム、および／または斜めの視野角を有するレンズを備え、
内側管に遠位に接続される第２の光学コンポーネント組立体は、まっすぐな視野角を有し
、かつ内視鏡シャフトの長手軸の方向に配向される画像センサを備える。
【０００２】
　本発明の範囲内において、内視鏡という用語は、具体的にはビデオ内視鏡、したがって
、少なくとも１つの画像センサに接続された内視鏡を指し、画像センサは、当該画像セン
サが、内視鏡シャフト内で遠位に配設されるか、ハンドル内で近位に配設されるか、また
はカメラヘッド内で外部に配設されるかに無関係に、ビデオ記録を取得するように設計さ
れ、内視鏡の近位領域内の接眼鏡、したがって、オペレータまたは外科医の側に取付けら
れ得る。
【０００３】
　「視野方向」（ＤＯＶ）とも称される視野角という用語は、極角度として表される、内
視鏡の長手軸から偏移する側方視野または逆視野に関連し、０°の視野角は、内視鏡シャ
フトの長手方向におけるまっすぐ前方視野を意味する一方、たとえば、９０°は、まっす
ぐ前方視野から直角に偏移する視野角を示す。
【０００４】
　内視鏡、またはそれぞれ、０°でない視野角を有するビデオ内視鏡の場合、遠位光学シ
ステム内の２つの光学コンポーネント組立体を互いに関して回転させることができる必要
がある。光学コンポーネント組立体のラジアル軸受およびアキシャル軸受が、この目的の
ために必要である。ラジアル軸受は、ラジアル方向におけるコンポーネント組立体の互い
に関する相対的移動を制限し、アキシャル軸受は、内視鏡の軸方向における相対的移動を
制限する。光学品質に悪い影響を及ぼすことを回避するため、光学コンポーネント組立体
の互いに対する軸方向移動による光学経路の変化が全く存在しないように、アキシャル軸
受が、遊びがないように設計される場合、さらに有利である。
【０００５】
　先行技術では、軸方向遊びがないことは、ばね、たとえば内視鏡のハンドル領域内に配
置された渦巻ばねによって軸受に予張力を付与することによって生成される。
　文献ＥＰ　１　７８７　５７０　Ｂ１に係るビデオ内視鏡の場合、ハンドル内に配置さ
れたラジアルに作用する軸受が存在する。２つの遠位光学コンポーネント組立体の間に配
置されたラジアル軸受とアキシャル軸受との双方が存在する。軸方向力は、ハンドル内の
ばねによってこの軸受に加えられる。トルクおよび軸方向力は共に、２つの管を使用して
伝達され、２つの管のそれぞれに、光学コンポーネント組立体が取り付けられる。こうし
て、遠位に配設されたアキシャル軸受は、ハンドル領域内に設置されたばねに起因して軸
方向遊びがない状態に保持される。
【０００６】
　先行技術の内視鏡に関してアキシャル軸受に予張力を付与するためにハンドル内に設置
されるばねを使用すると、トルクに加え、軸方向力が伝達されなければならない。このた
め、構造が比較的複雑でかつ込み入ったものになる。
【０００７】
　この先行技術に基づくと、本発明の目的は、斜めの視野角と、互いに対して回転可能な
、内視鏡シャフトの遠位領域内の２つの光学コンポーネント組立体とを有し、それにより
最適な光学品質が常に保証される、内視鏡を提供することである。
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【０００８】
　この目的は、内視鏡、具体的にはビデオ内視鏡によって達成され、内視鏡は、斜めの視
野角を有し、近位ハンドルと、外側管および内側管を有する内視鏡シャフトと、２つの光
学コンポーネント組立体であって、内視鏡シャフトの遠位領域内に配置され、内視鏡シャ
フトの長手軸の周りに互いに対して回転可能で、光学コンポーネント組立体の間に配設さ
れかつ予張力付与デバイスによって予張力を付与されるアキシャル軸受によって互いに接
して搭載される、２つの光学コンポーネント組立体とを備え、外側管に遠位に接続される
第１の光学コンポーネント組立体が、斜めの視野角を有する、光学窓、プリズム、および
／またはレンズを備え、内側管に遠位に接続される第２の光学コンポーネント組立体が、
まっすぐ前方視野角を有しかつ内視鏡シャフトの長手軸の方向に配向される画像センサを
備え、予張力付与デバイスが、内視鏡シャフトの遠位領域においてアキシャル軸受に配設
されるように第２の光学コンポーネント組立体がさらに開発される。
【０００９】
　予張力付与デバイスが、内視鏡シャフトの遠位領域においてアキシャル軸受に配設され
ることによって、力の影響は、アキシャル軸受で直接発生し、互いの中で摺動する管によ
って伝達される必要がない。これは、非常に効率的で、継続的に信頼性があり、遊びがな
いアキシャル軸受をもたらす。アキシャル軸受は、内側管を介して伝達される軸方向に作
用する力にもはや依存しないため、内側管と外側管との摩擦による摩擦損失が全く存在せ
ず、また、外側管に対する内側管の回転中の摩擦によるいずれのグラビングももはや存在
しない。さらに、軸方向に作用する力を伝達するための追加的な管が省略され得るため、
予張力付与デバイスの本発明に係る設置は、同様に、簡単でかつ複雑でない設計をもたら
す。
【００１０】
　アキシャル軸受が光学コンポーネント組立体の間に配設されることによって、アキシャ
ル軸受は、第１のコンポーネント組立体に対する第２のコンポーネント組立体の正しい位
置を常に規定し、それにより、一定の光学品質が保証される。
【００１１】
　本発明によれば、第１の光学コンポーネント組立体は、該当する場合、入力窓、たとえ
ばミラーまたはプリズムなどの方向転換要素、およびレンズ要素を有する遠位に配設され
た斜めの視野光学コンポーネント組立体であると理解される一方、第２の光学コンポーネ
ント組立体は、内視鏡シャフト内で画像センサデバイスまでの光のさらなる伝達を行うこ
とができる組立体である。したがって、第２の光学コンポーネント組立体の光学要素は、
通常、内視鏡シャフトの長手方向を指して配設され、画像センサ、および、たとえばレン
ズまたはレンズ群であり得る。
【００１２】
　本発明に係る内視鏡の有利な設計では、アキシャル軸受および／または一方の光学コン
ポーネント組立体の少なくとも１つの部品は、強磁性材料を有し、予張力付与デバイスは
、磁石、具体的には環状磁石を備え、磁石によって、強磁性材料は、アキシャル軸受の閉
鎖の方向に引き寄せられる。これは、磁石が、通常、アキシャル軸受に関して強磁性材料
に対向する側に配設されることを意味する。
【００１３】
　有利な変形例では、磁石は、内側管に締結され、内側管は、少なくともある程度までは
、常磁性または反磁性材料で構成される。代替の変形例では、磁石は、外側管に締結され
、外側管は、少なくともある程度までは、常磁性または反磁性材料で構成される。磁石は
また、内側管と外側管との双方について設けられ、内側管と外側管とが互いを引き寄せる
ように配設され得る。
【００１４】
　磁石を有する予張力付与デバイスの形成は、具体的には簡素な構成的手段を表す。
　代替的にまたはこれに加えて、予張力付与デバイスが、張力ばねまたはスラストばねを
備えることが、好ましくは実現される。
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【００１５】
　同様に、有利な方法では、予張力付与デバイスは、代替的にまたはこれに加えて、予張
力付与弾性案内要素、具体的には、予張力付与弾性案内リングおよび／または予張力付与
弾性ビード、あるいは、案内溝に係合する案内リブを備える。
【００１６】
　ラジアル方向の遊びも防止するために、ラジアル軸受が、内視鏡シャフトの遠位領域に
おいて内側管と外側管との間に設けられる、かつ／または、アキシャル軸受が、同様にラ
ジアル軸受として構成されることが、好ましくは実現される。「ラジアルアキシャル軸受
」としても称されるこうした軸受は、径方向と軸方向との双方において遊びを制限するこ
とができる。
【００１７】
　アキシャル軸受は、好ましくはスライド軸受として設計される。アキシャル軸受は、同
様に好ましくは光学要素および／または光学コンポーネント組立体のための保持器として
設計される。
【００１８】
　スライド軸受は、セラミックまたはプラスチックで構成される追加的な構成要素を使用
して構築され得る、かつ／または、たとえば、適した被覆または表面処理を使用した、光
学コンポーネント組立体の保持器の直接のコンポーネントであり得る。
【００１９】
　強磁性材料、永久磁石、およびアキシャル軸受の構成は、好ましくは、磁力によって、
遊びがない状態にアキシャル軸受を維持する軸方向の力が生成されるように選択される。
　さらに、２つの光学コンポーネント組立体の間に配設されるラジアル軸受は、アキシャ
ル軸受の場合と同様に、追加的なまたは一体の軸受部品で構成される。
【００２０】
　本発明のさらなる特徴は、特許請求の範囲および含まれる図面と共に本発明に係る実施
形態の説明から明らかになるであろう。本発明に係る実施形態は、個々の特徴またはいく
つかの特徴の組み合わせを実現できる。
【００２１】
　本発明は、本発明の一般的な意図を制限することなく、図面を参照して例示的な実施形
態に基づいて以下で説明され、それにより、本明細書でさらに詳細に説明されない本発明
に係る全ての詳細の開示に関して図面が明確に参照される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】先行技術に係る内視鏡の略図である。
【図２】本発明に係るアキシャル軸受の略図である。
【図３】本発明に係るさらなるアキシャル軸受の略図である。
【図４】本発明に係るさらなるアキシャル軸受の略図である。
【図５】本発明に係るさらなるアキシャル軸受の略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図面では、同じまたは類似のタイプの要素および／または部品には、対応する再導入を
省略できるように、同じ参照数字が付与される。
　図１は、先行技術から知られている内視鏡１を概略的に表す。内視鏡１は、右側に示さ
れた近位端において、シャフト２で終わるハンドル３を有する。シャフト２の遠位端は、
図１の左側に示される。
【００２４】
　ハンドル３は、回転リング４を有し、回転リング４によって、内側管７に接続される棒
磁石５を使用して、内側管７が外側管６に関して回転して、内視鏡１の視野角を変更し得
る。内側管７は、ラジアル軸受８によってハンドル３内に追加的に搭載される。さらに、
ハンドル３は、圧縮ばね９で構成される予張力付与デバイスを備え、圧縮ばね９は、圧縮
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ばね９用の停止部１０に関して予張力を付与される。圧縮ばね９は、シャフト２の遠位端
１１に向かう軸方向に、内側管７が、押される、またはそれぞれ、予張力を付与されるこ
とを保証する。シャフト２は、遠位端１１において、斜めに観察する窓１２を有する。窓
１２の背後には、レンズおよびプリズムを有する光学コンポーネント組立体１３が存在し
、光学コンポーネント組立体１３によって、窓１２を通して入る光が、シャフト２の長手
軸に平行な方向に転換される。光学コンポーネント組立体１３は、外側管６に接続される
保持器１４によって保持される。窓１２はまた、光学コンポーネント組立体１３の一部で
ある。
【００２５】
　第２の光学コンポーネント組立体１６は、この場合、画像センサユニット１９で終わる
が、第１の光学コンポーネント組立体１３に取り付けられる。第２の光学コンポーネント
組立体１６は、保持器１７内で保持され、保持器１７は、内側管７に関して回転または移
動も実行するように、内側管７に接続される。シャフト２の遠位端１１の領域内の内側管
７は、ラジアル軸受１８によって外側管６に関してラジアルに搭載される。
【００２６】
　第２の光学コンポーネント組立体１６の保持器１７の遠位前面および第１の光学コンポ
ーネント組立体１３の保持器１４の近位前面は、互いから対向して配設され、アキシャル
軸受１５を形成する。ハンドル３内の圧縮ばね９による軸方向への内側管７の予張力付与
によって、アキシャル軸受１５が閉鎖される、すなわち、保持器１７の遠位側前面が、保
持器１４の近位側前面に接して押される。それにより、第２の光学コンポーネント組立体
１６の軸方向位置が、第１の光学コンポーネント組立体１３に関して明確に規定され、最
適な光学品質が達成される。
【００２７】
　軸方向に作用する予張力付与力が、長手方向に延在する内側管７を介して伝達されるた
め、外側管６内での内側管７の傾斜、回転、または移動の各々は、アキシャル軸受１５に
最適に伝達されない軸方向に作用する予張力付与力をもたらすことになる。これは、光学
品質の低下をもたらし得る。
【００２８】
　図２～５は、本発明に係るアキシャル軸受についての例示的な実施形態を示す。それぞ
れの場合は、シャフト２の遠位先端の詳細断面を示し、シャフト２は、以下の図ではより
明示的には示されていない。明確にするために、図２～５では、それぞれの場合に、本発
明に係る光学コンポーネント組立体とその保持器と軸方向に配設された予張力付与デバイ
スのみが示されている。原理上、これらの場合に、ハンドル３内のばねまたは他の予張力
付与要素は、完全に省略され得る。
【００２９】
　図２は、強磁性材料で構成される保持器１４’内に配設された第１の光学コンポーネン
ト組立体１３を概略的に示している。センサユニット１９および画像センサ１９ａを有す
る第２の光学コンポーネント組立体１６は、保持器１４’の近位前面に当接するとともに
、近位前面を外側から覆うように形成される。保持器１４’および１７’の形状ロック構
成は、組み合わされたラジアル軸受およびアキシャル軸受として機能する。これは、環状
磁石２１に取り付けられ、環状磁石２１が、第１の光学コンポーネント組立体１３の保持
器１４’の強磁性材料に磁力を加えることで、保持器１４’上での保持器１７’の確実な
軸方向支持を保証するとともに、その逆も同様である。この実施形態は、機械的および構
造的に特に簡素である。
【００３０】
　図３は、代替の配置構成を示している。図２の配置構成と対照的に、図３では、環状磁
石２２は、保持器１４’の側壁の仮想延長線上にではなく、保持器１４’の位置でシャフ
ト２の軸方向に配設される。
【００３１】
　図４は、シャフト２の遠位領域内の予張力付与デバイスの代替の実施形態を示している
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。この場合、予張力付与デバイスは、第１の光学コンポーネント組立体１３の保持器１４
’’と第２の光学コンポーネント組立体１６の保持器１７’’との間の張力ばね２５とし
て実装される。張力ばねは、締結具２６を有する、第２の光学コンポーネント組立体１６
の保持装置１７’’の側に締結される。張力ばね２５は、当該張力ばね２５の遠位側端に
、円周締結リング２７を有し、円周締結リング２７は、第１の光学コンポーネント組立体
１３の保持器１４’’の案内溝２４に係合する。それにより、張力ばね２５は、当該張力
ばね２５の締結リング２７を使用して、案内溝２４内で任意に回転し得る。張力ばね２５
は、保持器１７’’をそれぞれの場合に保持器１４’’の方に引いて、良好な光学品質を
常に保証する。軸受は、この場合、純粋にアキシャル軸受２３である。
【００３２】
　あるいは、張力ばねはまた、第１の光学コンポーネント組立体に締結され得る、かつ／
または、管のまたは光学コンポーネント組立体のそれぞれの回転軸受用の玉軸受を備え得
る。
【００３３】
　図５は、ラジアルアキシャル軸受２０’’の例を再度示しており、ラジアルアキシャル
軸受２０’’によって、第２の光学コンポーネント組立体１６の保持器１７’’’は、円
周案内リブ２８における遠位側で終り、円周案内リブ２８は、図４における例示的な実施
形態と同様に、第１の光学コンポーネント組立体１３の保持器１４’’’の円周案内溝２
４に係合する。案内リブ２８は、弾性材料から製造され、案内溝２４内への当該案内リブ
２８の係合において予張力を付与される。これは、保持器１７’’’が保持器１４’’’
上の軸方向端位置に載る位置で、案内リブ２８が、弾性張力下にあり、シャフト２の遠位
端１１の方向にさらなる力を保持器１７’’’に加えることを意味する。図５の変形例は
また、特に簡素でかつ構成するのが容易である本発明に係るアキシャル軸受を示している
。
【００３４】
　図面のみから考えられる特徴を含む全ての挙げた特徴、および、他の特徴と組み合わせ
て開示される個々の特徴は、本発明にとって必須のものであるとして個々にまた組み合わ
せて考えられる。本発明に係る実施形態は、個々の特徴またはいくつかの特徴の組み合わ
せによって実現され得る。
［参照符号リスト］
　１　内視鏡
　２　シャフト
　３　ハンドル
　４　回転リング
　５　棒磁石
　６　外側管
　７　内側管
　８　ラジアル軸受
　９　圧縮ばね
　１０　圧縮ばね用の停止部
　１１　遠位端
　１２　窓
　１３　レンズおよびプリズムを有する光学組立体
　１４、１４’　光学組立体の保持器
　１５　アキシャル軸受
　１６　光学コンポーネント組立体
　１７、１７’　光学組立体の保持器
　１８　ラジアル軸受
　１９　画像センサユニット
　１９ａ　画像センサ
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　２０～２０’’　ラジアルアキシャル軸受
　２１　環状磁石
　２２　環状磁石
　２３　アキシャル軸受
　２４　案内溝
　２５　張力ばね
　２６　締結具
　２７　円周締結リング
　２８　案内リブ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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